





























～一九五五）の伝記に充てられているためである。特に終子は、教育の分野におい も、また懐徳堂の遺物および記録保存においても大き 働きを成した人であったが、これまで多くを語られること なかっ 。
　本稿では、主に本書の第七章（執筆は中村悦子氏）に


















































ていたが、同年三月に招聘を受けて江南小学校 教員となり、教員辞職後は南江戸堀に家塾「好徳学院」 開き、同一四年（一八八一）一 五九歳 亡くなった。終子は、その間の明治一〇年（一八七七）三月二四日（戸籍上は一三日） 、北区梅ヶ枝町に生まれている。
　木菟麿はその後、大阪府師範学校（大阪教育大学の前
身）に入学し 第一期生として卒業後、小学校の教師を務めた。このことには、父桐園の影響もあったろうし、往時の懐徳堂が初等教育 場としての役割も担っていたことを考えれば、新時代の儒者にとって小学校教員はまだしも己の才を生かし得る職業 一つだったのだろう。
　なお、本書には「天王寺の師範学校」を卒業したとあ
















　明治一一年 （一八七八） 三月三日 （大阪正教会所蔵 「メ
トリカ（洗礼簿） 」には三月二日とある） 、木菟麿を含めた三五名（三三名、三六名ともいう）が大阪で初めて正教の洗礼を受けたが、これらの信徒は、自らの集まりを「聖パンテレイモン会」 と名付け、 今橋通淀屋橋東にあった増井亀次郎の洋式薬局「精々
舎（六）
」を仮教会とした。聖
パンテレイモンは医師であったと伝え れ、医薬業の守護聖人であるから、この会の命名は 当初の正教信徒に医薬業者が多かったことを自ずと証しているので なか。
　木菟麿が入信したきっかけは、懐徳堂内に同居してい














































小野、社など、東播磨各地で熱心に伝教を続けた。明治一五年 （一八八二） 六月八日、 加古川へ巡教にやって来たニコライは木菟麿に対し、すぐ東京に来て自分の手伝いをするよう促したという。この日の『ニコライ日記』は残されており、木菟麿の名前が初めて現れる でもある。
　パウェル中井は毎月寺家町と小野町と横山とに分























うか。更に言えば、この改名後の「終」の文字に 自らが中井家の血統の最後とな 自覚と覚悟が、強く込められているのではないだろうか この終子の名前の問題について触れた文献 、本書も含めて管見には入らかったので、ここで一言記しておきたい。
　さて、 『ニコライ日記』一八八二年（明治一五）六月




者たちの訪問に出かけたが、けっきょく、訪問できたのはアヴラアム長与 （わたしが洗礼を施した者 、どうやら いへん裕福に暮らしているらしい）と伝教者パウェル中井の母（これは四、五歳になる娘と住んでいる。 家族はこれだけ。 亭主は昨年亡くなったのである）と、執事が一人だけ。しかし このうちあとの二人は不在 中井 母は教会に行っており、〔後略〕
　この記録からも、ニコライから上京の要請があった時
点で、春が既に洗礼を受けていたことが知られる。 「四、五歳になる娘」とは終子、 「昨年亡くなった亭主」とは桐園に違いない。また、ニコライが中井家を「しかるべき者たち」 として考え、 わざわざ自ら訪問しているのは、注目すべきことであろう。
　一家の上京に際しては、終子の母方の小笠原家から強



















ト語により原住民に伝教した ノケーンチイ（一七九七～一八七九、後にモスクワ府主教と る）から 正教の日本への土着化を図るため、日本語を学ぶ う強く勧められた。ニコライはその後の に備えて 八年間に渡り多くの教師につきながら、四書五経を初め す 漢籍や仏典、歴史書などを参考として、漢 と日本語 および日本の歴史や文化、諸宗教の学習を続け
　Д・М・ポズニェーエフの指摘によると ニコライは






に抜きん出て たと言うが、後に木菟麿と共 漢文訓読体によって聖典翻訳を行ったのは、こうしたニコライの素養による所も大き だろう。
　正教の日本への土着化を図るには、聖典の日本語訳が
不可欠である。明治元年 （一八六八） 一〇月、 インノケーンチイ宛の書
簡（一六）
によれば、当時、ニコライは新約聖書の
大半と、聖史略、教の鑑、教理問答、小祈祷書などを漢文から、啓蒙礼儀と帰正式を教会スラヴ語から翻訳している。一部は石版印刷によって刊行されたものもあったが、 大部分は恐らく試訳の段階 止まるものだったろ 。
　実際に当時の正教徒に用いられていた は、清国正教







八七九） に完成したプロテスタント訳による新約聖書が、その後の日本文化に大きな影響を与えたことは周知の通りである。しかし、外国人でもあるニコライに って、独力で膨大な聖典を和訳すること 不可能であったろうし、それにはどう ても有能な助手が必要だった。 うして正教会の聖典翻訳が焦眉の問題になろうとしていた時、木菟麿に白羽の矢が当たったのだっ 。
　明治二二年（一八八九） 、ニコライと木菟麿により、



























































 πνεύματι, ὅτι αὐτῶ
ν ἐστιν ἡ βασιλεία 
τῶ
ν οὐρανῶ
















, ибо они Б
ога узрят.




















































































































































































































































































作った聖書と奉神礼用諸書の翻訳も、すべて記念館に持っていったらどうかと、 かれに勧めた。これは、かれの先祖らの学問的業績を継いだ立派な成果と言ってよいものだろう。しかし、中井は前もって記念会の主催者から許可を得ずに、そうしたものを持ってゆくのは、気がとがめると言って 。どうやら許可は下りなかったようで、かれはこちらから持ってゆく本を求めてこなかった。それでも、わしは、翻訳局記者のペトル石川〔喜三郎〕 それらの本を たせて、大阪へ行かせると申し出 ほの演説者らによる中井の先祖らへ 賛辞がすべて終わったあとに、石川に中井につい 結びの演説 してもらうためにである。つまり中井は、現存しる中井家の子孫でありなが 、別 方面で、す わち異教ではなくキリスト教の場で仕事 しているために、敬われていない ちがいないからだ。
　この短文には、正教会と重建懐徳堂の間にあって引き




年（一九一二）二月一六日のニコライの死後、木菟麿は翻訳の続行を拒否され、編集業務からも外さ 、 学校の一教師とされた。終子も衰退す 母校に対し断腸の思いで見切りをつけ、 家は帰阪することとなった。木菟麿と終子は共に梅花高等女学校に就職したが、退職後も年金はほとんどなかった。退職後、終子は南刀根山の借家で遂に「水哉館」と名付 た私塾を開 たが、もはや漢学や歌学の教授で生計が成り立つ時代ではなく、そは間もなく閉じられること な
　老身の終子が、一家を支えるために職を求めてさまよ







































































研究』 、星野書店、一九四三年、三七五～四〇一頁） よれば明治一七年頃、 同じ道修町五丁目二七番地に、 樋口三郎兵衛 （一八六三～ 九三三）が「浪華畫學校 を開設している。樋口家は道修町の旧家で、三郎兵衛は他家から養子に入った人だが、明治一三年頃には魁新聞社や樋口銀行の開設にも関わるほどの資産家であった。なお この樋口三郎兵衛は、明治六
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年から明治一二年まで小学校の教員を務めており、時期的には木菟麿の教員時代とほぼ重なる。ただし、この「浪華畫學校の顚末」 には、 三郎兵衛の宗旨や信仰には触れられておらず、この「樋口宅 が三郎兵衛のもの あったかどうかは未だ確言できない。
（九）
   『ニコライ日記』一八八二年六月一二日には、当時の大阪における正教徒の実態が詳細に記されており、興味深い。日記によれば、当時の大阪教会の信徒は七一名（二七戸）だった。






































































































































竹腰礼子「大阪大学懐徳堂文庫のなりたちと蒐集の経緯」 （ 『懐徳』七〇号、二〇〇二年） 、および同「懐徳堂文庫を守った人︱中井木菟麻呂翁の功績」 （ 『大阪あーかいぶず』二号、一九八七年）に詳しい。
 
 
なお、本稿の執筆に際し、 「メトリカ」など貴重資料の閲覧
を快くお許しいただいた、ダヴィド水口優明神父様を初め、大阪ハリストス正教会の皆様方には、この場をお借りして深く感謝申し上げます。ありがとうございました。
書評『ニコライ堂の女性たち』 ― 三谷拓也
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